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(1)1-2 沿岸防災手法の工学的評価（佐藤＠東大工）

� 小潮位差

� 冬季風浪

� 砂浜・砂丘

� 海岸侵食

� 少ない大津波
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日本海側の海岸堤防の設置形態と高さを整理し、これを既往最大

津波高さと比較することで、沿岸防災における津波防災の位置づ

けを明確にする。

さらに、次年度から本格的に実施する海岸堤防の性能実験に関し

て、必要な津波発生装置と波力・波圧計測装置などを整備し、実

験システムの性能確認と予備実験を実施する。

H25年度実施研究

奥尻島の一部を除いて、高波＞＞津波

津波規模・浸水想定は未設定

堤防の破壊：緩勾配が有利

越流量：急勾配が高性能
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� 小潮位差

� 冬季風浪

� 砂浜・砂丘

� 海岸侵食

� 少ない大津波

� やや単調

� 堤防・護岸整備率やや小

堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸

堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸

堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸

のないのないのないのない

要保全海岸要保全海岸要保全海岸要保全海岸

堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸堤防・護岸

のないのないのないのない

要保全海岸要保全海岸要保全海岸要保全海岸

データ：H23海岸統計
日本海側海岸の特徴
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奥尻島・藻内

+30.6m

防護対象は道路のみ
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津波防災地域づくり法への対応
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津波発生装置の導入
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波圧計測と堤防破壊機構

Case1

Case3

Case2
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ハイスピードカメラ
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断面図

平面図

波高計
勾配:3/100

35cm

実験スケール:1/100
越流枡

実験概要

ハイスピードカメラ :画像解析 →⽔位、流速、流量
波高計: ⽔位、複数組み合わせる → 流量



表法 裏法 天端幅 水位差H

Shape1 1:1 1:1 3cm 12cm,15cm

Shape2 1:2 1:2 3cm 12cm,15cm

Shape3 vertical Vertical 3cm 12cm,15cm

Shape4 vertical 1:1 3cm 12cm,15cm

Shape5 vertical 1:2 3cm 12cm,15cm

実験条件
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実験概要



形状による⽔理量まとめ

形状 表 裏 非定常流量 定常流量 天端流速 流体力の指標

Shape1 １：１ １：１ 1 1 1 1

Sahpe2 １：２ １：２ 1.08 0.99 1 1

Shape3 直立 直立 0.83 0.95 0.81 0.5

Sahpe4 直立 １：１ 0.92 1.03 0.9 1

Shape5 直立 １：２ 0.92 0.97 0.87 1
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3

5

Shape1を基準とした⽔理量

直⽴堤が減災効果最⼤
次点で前面：直⽴、後面：緩勾配
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日本海側の海岸堤防の設置形態と高さを整理し、これを既往最大

津波高さと比較することで、沿岸防災における津波防災の位置づ

けを明確にする。

さらに、次年度から本格的に実施する海岸堤防の性能実験に関し

て、必要な津波発生装置と波力・波圧計測装置などを整備し、実

験システムの性能確認と予備実験を実施する。

H25年度実施研究

奥尻島の一部を除いて、高波＞＞津波

津波規模・浸水想定は未設定

堤防の破壊：緩勾配が有利

越流量：急勾配が高性能
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